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♪ようこそ留寿都高校１年生の皆さん 

 

 

5 月 15 日（水）この春に入学したばかりの留寿都高校１年生 12 名教員２名が

両施設を見学に来てくれました。午前中はきもべつ喜らめきの郷にて２名ごとに

各ユニットに入り、ご入居者との交流をはかりました。午後は２班に別れて、る

すつ銀河の杜と留寿都村高齢者生活支援ハウスを見学しました。 

交流会は緊張した面持ちでスタートしましたが、徐々に会話や笑顔も増え、終始

和やかな雰囲気で終了しました。 

生活相談員による施設概要やユニットケアの説明では、真剣に聞く姿勢が印象的

でした。今のところ約半数の生徒が福祉コースを希望しているようですが、 

各分野で人材不足が社会問題となっている今、一人でも多くの福祉人材が誕生す

ることを願ってやみません。 
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５月３０日（水）きもべつ喜らめきの郷・るすつ銀河の杜それぞれの施設にて消

防署員立会いのもと、日中を想定した総合避難訓練を実施しました。喜らめきの

郷では、簡易散水栓の使用方法確認を行い、銀河の杜ではユニット内での出火を

想定した訓練となりました。両施設ともに緊張感のある訓練を実施し、万が一の

火災や災害に対する意識をいっそう高める機会になりました。 

今年度は秋ごろに夜間を想定した訓練を実施する予定です。 

総合避難訓練を行いました 


